
 

 

 

 

 

 

            

  

 エンパワーメントとは、「人間は誰でも生まれながらに素晴らしい力を持っており、その力を発揮して人生

を幸せに生きていく」という意味があります。学校は子ども達の持つ「素晴らしい力」を引き出す場所であ

り、この学校で学ぶことができて本当に良かったと思えるよう、今後も努力し続けます。子ども達が何に興

味を持ち、何をしている時に自分らしい時間を過ごしているかを教職員も一緒に経験しながら、生きる力を

伸ばし、生涯を幸せに歩んでいくことができるようサポートします。予測不可能なこれからの時代を、自分

を信じて、希望を持ち、確実に歩むことができる心を育んでいきます。 

 

 

 

 10 月５日（月）の２・３校時に、「外部人材等の参画による授業検討会」が実施されました。この検討会

では、キャリアコンサルタントである蒲生惠津子さんに高等部Ｂ・Ｃコース「作業」の授業を見てもらいま

した。蒲生さんのアドバイスをもとに、働くために必要な力について、まとめてみました。 

① 仕事を始める前の準備から報告、後片付けまで一連の流れが円滑にこなせる力 

② 自分の状況を自分で伝えることができる力 

③ 正確な作業をする力 

④ 様々な事態に対応する力 

⑤ 工夫する力 

このような力が培われるような授業づくりを、これからも目指して 

いきたいと思います。 

 

 

中学部では、３学期に予定されている文化祭に向けて、映像作品の製作に取り組んでいます。①脚本   

②演出③カメラ・録音④編集⑤インタビュアー⑥ロケーションの６つの係に分かれ、準備を進めています。

各係で相談・決定した内容をもとに、歌ったり演奏したりしている様子を録音・撮影し、中学部紹介を兼ね

たミュージックビデオのような作品を目指しています。 

みんなで考えて決めた中学部のスローガンは、 

“ 情熱を 燃やし続けて 突き進め！ ” 

学校で見せる顔や挑戦していること等を、このビデオを通して 

思い切り表現したいと思います。 

 

 

 

秋晴れの中、10 月 30 日（金）に強歩会が行われました。目指すは須磨浦回転展望台です。学校から旗振

山、鉄拐山を目指すコースや電車やロープウェイを利用して展望台を目指すなど４つのグループに分かれて

出発。学校から歩き塩屋から山道に入り、木の根に、落ち葉、不規則な

山の階段と起伏のあるコースを、お互いに声を掛け合いながら旗振山へ。

5・6 年生はさらに鉄拐山まで歩きました。また、須磨浦公園駅からは、

長く傾斜のある階段を一歩一歩、着実にそれぞれのペースで歩きゴー

ル！歩き切った子どもたちの達成感あふれた表情をうかがうことがで

きました。秋の香りや音を肌で感じるよい経験となりました。 

エンパワーメント教育を目指して  教頭 西盛 康子 

 

 中 学 部  文化祭に向けて 
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希希望望のの花花  

 小 学 部  強 歩 会

 

 

 

 高 等 部  高等部 B・C コースの取り組み 
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